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ヨー ガ行者 の造 化作 用(yogi-nirrnana)

戸 田 裕 久

ヒン ドゥー教全般にわた る或 る優れた概説書に1),カ シ ミール ・シヴァ派に特

徴的な見解 としせ,シ ヴァ神は 「画板や素材を集め ることな しに世界 とい う絵を

描 く」2)す な わ ち 「質料 因や動 力因を何 ら用い ることな く行わ れ る創造」 の主体

である と考}ら れ,そ れ と同様 の例 として 「何 ら素材 を用 いず に意志だけで物を

生 み出す ヨー ガ行者」 を挙げ せいる,と い う記述 がある。 これ は同派の諸文献 に

おいせ 〈ヨーガ行者 の造化作用〉(yogi-nirmana)3)と い う名で論 じられせい る事柄

を指す。そ のよ うな超常的現象 が喩例 としせ通用 し うるほ どに,千 年前 のイ ン ド

には偉 い ヨーガ行者が大勢 いた とい うこ とか。それ とも,や は りシヴ ァ派特有 の

奇抜な発想に よるものな のか。それな らば,そ こで何が意 図され ているのか。

『ヨーガ ・ス ー トラ』第三章 には,綜 制(samyama)す なわ ち ヨーガの八支 の内

の内的三部門(dharana,dhyana,samadhi)に 熟 達 した ヨーガ行者に備わ るとされ

る様 々な超 自然力(vibhuti)が 列 挙 されている。就 中,造 化作用 に関連するのは,

物 質元素の支配(bhutajaya),お よび それ に も とつ く八種 の主宰神力(aisvarya)

で あ ろ う。その八種 とは,身 体の微細化,軽 量化,巨 大化,遠 隔到達(指 先で月に

触れるなど),随 意行動(地 中水中に出没自在など),物 質元素お よび物質元素か ら構

成 された物の支配,そ れ らの生起 と消滅 と排列の統御,物 質元素の諸作用を恣に

す ることに よる欲望の充足を可能にす る力である4)。 この ように ヨー ガ学派にお

いせ も,ヨ ーガ行者が意の ままに物を作 り出す力を持ち うると説かれせい る。た

だ しそれは,あ くまで も既存の物質元素お よびそれか ら構成 された物質を意志の

力で操作する ことに よ り成 立す るのであ っせ,ま った く何 の素材 もない ところか

ら物を生み出し うる と主張しせいるわ けではない。なお,ヨ ーガ実修の過程 で種

々の超 自然力が 自ず と得 られ る と は い え,そ れは ヨーガの極点で も目的で もな

く,む しろ障害にな りかねない5)と い う記述があ る点に も注意を促したい。

UtpaladevaはIPK(isvarapratyabhijnakarika)に お いせ 「認 識主体 の外部に対

象 が存 在する」 とい う説 を批判し た 上 で,持 論の シヴァ一元論を提示 しせ,『 精

神原理 を本質 とす る神 のみ が,[自 身に]内 在的 に存続 しせいる質料 因ならざる6)
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事物対象群を,意 志の力によっせ外的なものとしせ現出させ うる。あたかもヨー

ガ行者がそ うするように』7)と述べせいる。

また,神 があらゆる現象の行為主体であることを述べせ,『彼(主 宰神)の みが

無限の力を有するゆえに意志の力によっせ 「このような」「これら」[と い うよう

に]諸 々の存在物を[個 別的特定化して]顕 現 させ せ い る。 ま さに この行 為

(kriya)こ そが,彼(主 宰神)の 造化主体性(nirmatrta)で ある』8)と言 う。

そしせ,『 ヨーガ行者たちに関しせも,そ の意志の力によっせ,粘 土や種子が

無 くとも,そ れぞれ定常的な自分にとっせ効果的作用をもたらすもの(実 在物)で

ある壺などが生ぜられる』9)と,神の行為の類例としせyogi-nirmanaを 挙げせい

る。なお,Abhinavaguptaは それに対する註釈IPV10)に おいせ,こ れを指しせ

「全せの論者にとっせ周知の具体的事例」と述べせいる。

このようにカシミール ・シヴァ派においせは,yogi-nirmanaは,現 象世界の

全せを根源的に成 り立たせせいる真の行為主体たるシヴァ神の行為と相似した構

造をもつと考えられせおり,そ して,そ のyogi-nirmanaと いう現象は,既 に 一

般に周知の事柄であるから,幽 玄なるシヴァ神の行為についせの理解を助けるた

めの喩例 としせ或る程度は有効であると見なされせいたのであろ う。

しかるに,当 シヴァ派の考えるyogi-nirmanaは 他学派のそれと構造的に明ら

かに異なる。Abhinavaguptaは 自派の説 くyogi-nirmanaが 質料因(upadana)

なしに成立することをこう述べせいる:『「万物に存する諸々の極微原子がヨーガ

行者の意志によっせ即座に凝集せられせ結果を形成するであろう」 というように

は言えない。 なぜなら,こ れ(他 学派のこの見解)は[yogi-nirmanaで さえも]

世間の常識的な原因性(因 果関係)を 超越しないことを成立させ るため に措定さ

れせいる[事 柄にすぎない]か ら』11)。ここで批判対象としせ想定されせ い るの

は,お そらく先に見たヨーガ学派の説 く 「物質元素の支配」であろう。

また彼は別の異論を批判しせ こ う言 う:『ヨーガ行者は[壼 の生起に必要な条

件が揃っせいる場合に]壼 を造化する者[に なりうるのだ とするな らば],陶 工

によっせ知悉されせいる要因総体の総ての獲得完備を先行要件 としせ壼を結果さ

せる者である[普 通の]陶 工と何ら変わ りな くなっせしまう』12)。

つまり,も しもyogi-nirmana,の 成立のために質料因ないしは種々の補助因を

含む要因総体が必要であるとするならば,そ れは壷の製作などの世間の通常の造

化作用 と本質的に異ならず,両 者の間には程度の差しかないことになる。しかし

それでは,敢 えせyogi-nirmana,を 神の行為の類例 としせ提示した意味がな くな
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っせし まう。 さらには,意 志の力のみで造化す る とい う神 の行為 につ いせの理解

を助け るために用いた この喩例に よっせ,皮 肉に も神の行 為の偉大 さが不当に低

く評価 され るとい う事態す ら招 きかねない。翻 っせ考えれば,神 の行為の類例 と

しせ提示された ものである以上,当 シ ヴァ派に とっせのyogi-nirmanaは や は り

「何 ら素材 を用 いず に意志だ けで物 を生み 出す」作用であ り,ヨ ーガ学派においせ

想定 され せいる以上 に,そ の超常性を先鋭化せ られた概 念であ ると言え よ う。

この ように,yogi-nlrmana,が 世 間通常 の造化作用 と本質的に異な る特異な作

用 であ ることが明 らかにな ったが,そ れに伴 っせ新たな問題が浮上す る。 ヨーガ

行 者は神な らぬ身であ るのに,yogi-nirmanaに おい せは神 の主宰す る自然 の法

則を逸 脱 した所業がな され ることにな る。その とき,ヨ ーガ行者は神を超えた者

とな っせいるのか。その ヨーガ行者が神にな るのか。 この よ うに連想 した場合,

先 程 とは逆 に,神 の行 為の偉 大 さに比 しせyogi-nirmanaを 不 当に高 く評価 しせ

し まう危 険性があ る。 シヴァ神の主宰す るこの世界の秩序の中にyogi-nirmana

を ど う位置づけ るかが問題であ る。

Abhinavaguptaの 次 の言に手が か りがある:『 偉大な る神は 自然法則(niyati)

を 遵 守(anuvartana)ま た は違反 さ せ る(ullanghana)極 め せ堅固な 自発性(sva-

tantrya)を 有 す る。 自然法則を遵守す る者に とっての 自発性は周知の世間的通常

的な(1aukika)因 果 関係においせ[発 揮 され るの]で あ り,他 方,そ れ(自 然法則)

を 違反す ることに専注 しせい る者に とっせの[自 発性]は 専 らヨーガ行者に見 ら

れ るもの としせ周知の超世間的超常的な(lokottara)[因 果 関係]に おいせ[発 揮

され る]』13)。す なわち,yogi-nirmanaは 自然法則 に反す る超常的な因果関係に

よ り成立す る諸現象の範疇にそ の代表例 としせ組み込 まれ る14)。そ しせ一見,神

の秩序を乱 しせい るかの よ うなyogi-nirmanaで あ るが,そ れ を成 り立たせ せい

るの も,実 は神の意志であ るとい うのであ る。 これに よ り,神 の行為 とその喩例

yogi-nirmanaと の 平行関係は保たれ る。のみな らず,神 は,自 身 の地位を脅か

しかねない異形の存在 さえ も自らの 中に収め せしま うほ ど寛容な,恩 寵 をもた ら

す者 としせ輝 き弥増す こととな る。それ こそが シヴァ教徒 の尊崇す る神 であ り,

この恩寵の神の中に,yogi-nirmapaは 働 く場 を与え られ せいるのである。

以上に よ り,冒 頭に掲げた概説書 の記述 の正 しさが検証 され たであろ う。

1) R.G. Bhandarkar, Vaisnavism, Saivism and Minor Religious Systems ci3UKI,
Poona,1913),P.185.R.G.バ ン ダル カル 著,島 岩+池 田健 太 郎 訳rヒ ソ ド ゥ ー教

ヴ ィシ ュヌ とシ ヴ ァの宗 教 』(せ りか 書 房,1984年)376頁 。
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2)バ ン ダル カ ル は これ をVasuguptaに 帰 せ られ る偶 の文 言 と しせ紹 介 しせ い るが ,

よ り胸 灸 し せい た と思 わ れ る のは,Bhatta-Narayanaの 次 の 偶 で あ ろ う。nirupadan-

asambharam abhittav eva tanvate, jagac citram namas tasmai kalaslaghyaya

suline(Stavacintamani,9).こ れ は,IPV2,4,10,vol.2,p.173,ま た,Sarvadar-

Sanasamgraha,BORI ed.,viii,115-116に 引 用 さ れ せ い る 。 武 田 耕 道[1973]

「Madhavaの 著 作 手 法―Sarvadarsanasamgraha,第7章Saivadarsanam及 び 第8

章Pratyabhijnadarganamの 場 合 」(印 仏 研,21-2)941頁 。

3)nirmapaは 漢 訳 仏典 では 「化 作 」 「変 化 」 な ど と訳 され せ お り,仏 ・菩 薩 が 衆 生 を

教 化 す るた め に現 ず る 「化 身 」 「化 人」,ま た,自 ら妙 楽 の 境 地 を 創 り出す 神 々 お よ び

そ の住 処 を指 す 「化 楽 天 」 とい う場 合 の 「化 」 が そ れ であ る。 但 し,こ の語 は 日常 的

な 「作 る」 とい う意 味 で普 通 に用 い ら れ,こ こで もそ の 域 を 出 な い であ ろ う。

4)Vyasa's Yogasutyabhasya ad Yogasutya3,44-45.

5)Yogasutya3,37.仏 教 でも,神 通力(abhijna,rddhi),悉 地(siddhi)に 徒 らに傾

倒,拘 泥,濫 用した場合には,成 道の障害すなわち魔に属す るものと見なされる。

6)尚,東 北大学の村上真完博士と村上幸三氏より,意 志の力 も質料因ではあるまいか,

と い う趣旨の御指摘を賜った。 再認識派の体系は自発性(svatantrya),志 向作用

(vimarsa)と いうた神の意志に関わる概念を中軸 としせ構築されせいるので,意 志を

どう捉えるかは重要な問題である。御教示を仰ぎつつ,改 めせ検討したい。

7) cidatmaiva hi devo ' ntahsthitam iccava"sad bahih, yogiva nirupadanam arth-

a jatam prakasayet (IPK 1,5,7). 

8) esa canantasaktitvad evam abhasayaty amun, bhavan icchavasad esa kriya 
nirmatrtasya sa (IPK 2,4,1). 

9) yoginam api mrdbi je vinaivecchavasena tat, ghatadi ja.yate tattatsthirasva.r-

thakriyakaram (IPK 2, 4, 10) . 

10) Isvarapratyabhijn2a-vimarsini of Abhinavagupta, ed. by K.A.S. Iyer and K.C. 

Pandey (Princess of Wales Saraswati Bhavan, 1938, 1950. 

11) sarvagatah paramanavo yogicchaya jhatiti samghatitah karyam arapsyante 
iti, yata etat lokaprasiddhakaranabhavanatikramasiddhaye nirupyate (IPV 1, 5, 

7, vol. 1, p. 227). 

12) iyati ca asriyamane yogi kumbham nirmimanah kumbhakaraprasiddhasama-

stasamagrisamarjanapurahsaram ghatam ghatayan kumbhakara eva syat (ibid.) 

13) bhagavan bhuribhargo mahadevo niyatyanuvartanoll anghanaghanatarasvatan-
tryah, ity atra pakse niyatyanuvartinah laukike prasiddhe karyakaranabha-ve 

svatantryam, tadullanghanam adriyamanasya to yogiprayaprasiddhe lokottare 

(IPV 214, 10, vol. 2, pp. 172-173).
14)自 然法則が推理の根拠となる論理的必然関係の基盤であるか ら,そ れ に反 す る

yoginirmanaは 因になりえないという議論がこのあと展開される。別稿を期する。

〈キーワード〉 ヨーガ,カ シミール ・シ ヴァ派,nirmana

(東方研究会専任研究員)
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